
ん
が
思
っ
て
い
た
よ
り
結
果
が
悪

く
、医
師
の
指
導
の
も
と
栄
養
士
、

保
健
師
と
の
面
接
の
結
果
、 次
の
よ

う
な
目
標
を
自
分
で
立
て
ま
し
た
。

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
週
５
日
（
１

日　

分
〜
１
時
間
）
行
う
。

３０
・
休
肝
日
を
週
２
日
設
け
る
。

・
缶
コ
ー
ヒ
ー
（
砂
糖
、
ミ
ル
ク

入
り
）
を
お
茶
に
変
え
る
。

３
か
月
後
の
結
果

・
体
重
５
キ
ロ
減
。

・
肝
機
能
（ 
γ 
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
）
２
８

３
Ｉ
Ｕ
／
�
↓
１
７
７
Ｉ
Ｕ
／
�
、

他
に
も
尿
酸
値
、
脂
質
（
Ｌ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、中
性
脂
肪
）、腹

囲
等
で
改
善
が
あ
り
ま
し
た
。

　

Ａ
さ
ん
は
、「
歩
く
時
間
を
作
る

こ
と
で
、
タ
バ
コ
を
吸
う
時
間
も

本
数
も
減
っ
た
。
休
肝
日
も
設
け

た
た
め
、体
に
も
財
布
に
も
良
か
っ

た
」
と
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

　
『
運
動
を
す
る
時
間
が
な
い
と
言

う
人
は
、
や
が
て
病
気
の
た
め
に

時
間
を
失
う
こ
と
に
な
る
』。

　

こ
れ
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ス
タ

ン
レ
ー
博
士
の
言
葉
で
す
。

　

み
な
さ
ん
も

ま
ず
は
健
診
を

受 
け 
、 自
分
の
体

の
状
態
を
知
る

こ
と
か
ら
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
（
健
康
増
進
課　

小
澤
か
お
り
）

��������	
���

－７－������������	
�����

　

私
た
ち
市
役
所
の
「
保
健
師
」

は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で

地
域
で
暮
ら
す
み
な
さ
ん
の
健
康

増
進
の
た
め
の
様
々
な
支
援
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�
�
�
�
�
�
�
	

　

昨
年
の
４
月
よ
り
、「
生
活
習
慣

病
」
の
要
因
と
言
わ
れ
る
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し

た
「
特
定
健
診
、
特
定
保
健
指
導
」

が
各
健
康
保
険
運
営
者
に
義
務
付

け
ら
れ
、
医
療
費
削
減
策
と
し
て

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
田
市
で
は
、
特
定
健
診
の
対

象
と
は
な
ら
な
い　

歳
以
下
の
方

３９

に
も
、
自
分
自
身
の
健
康
状
態
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の 「
メ
ン
ズ

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」 を　

月
１０

か
ら
３
か
月
間
開
催
し
ま
し
た
。

　

健
診
を
受
け
る
機
会
は
特
に
な

く
、
知
人
に
誘
わ
れ
仕
方
な
く
参

加
し
た
Ａ
さ
ん
の
場
合
、
血
液
検

査
の
結
果
、
特
に
肝
臓
の
機
能
に

異
常
値
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
Ａ
さ

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
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下
田
市
歴
史
的
建
造
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
旧
澤
村
邸
を
一
般
公

開
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�　

２
月　

日 （
金
） 〜

２０

　
　
　
　
　
　
　

日 （
日
） ３
日
間

２２

�
�
�
�　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

�
�
�　

下
田
市
三
丁
目　

番　

号

１６

１０

※
お
車
で
お
越
し
の
際
は
、
下
田

公
園
下
駐
車
場
ま
た
は
市
民
文
化

会
館
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
・
・
・
ペ
リ
ー
ロ
ー
ド

に
位
置
す
る
、
大
正
４
年
に
建
築

さ
れ
た
な
ま
こ
壁
の
建
物
で
、
住

居
と
し
て
市
内
に
現
存
す
る
も
の

で
は
保
存
状
態
が
良
く
、
昭
和　
６０

年
に
下
田
市
歴
史
的
建
造
物
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
９
月
に

澤
村
紀
一
郎
氏
よ
り
市
に
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

　

現
在
、
市
で
は
こ
の
貴
重
な
財

産
を
、
ど
の
よ
う
に
保
存
し
活
用

す
る
べ
き
か
、
市
役
所
内
に
委
員

会
を
設
け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
様
か
ら
も
、

い
く
つ
か
の
提
案
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
調
整
し
な
が

ら
有
効
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

�
�
�
�　

総
務
課
庶
務
係

�
�
２
２
１
１

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
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　昭和５６年１月、政府は北方領土問題に対する国

民の関心と理解をさらに深め、全国的な北方領土

返還要求運動の一層の推進を図るため、毎年２月

７日を「北方領土の日」とすることを決めました。

��������	
��
������

　嘉永７年１０月、ロシア使節プチャーチン提督が

乗ったディアナ号が下田に来航しました。彼らの

目的は日露北方国境の確定と開港でした。

　第１回の条約締結交渉が福泉寺において開始さ

れましたが、安政の大地震による大津浪により下

田は壊滅的な被害をうけました。このよう中で交

渉は、第２･３回は玉泉寺で、第４･５回は長楽寺に

場所を移して続けら

れ、安政元年１２月２１

日 （１８５５年２月７日）、

 長楽寺において日露

通好条約が締結され

ました。この条約で、

両国の国境を択捉島

とウルップ島の間に

定め、択捉、国後、色丹、歯舞の四島は日本の領

土とすることが確定しました。

　この歴史的な意義から、「北方領土の日」とし

て最も適切な日であるとされたのです。

����　総務課秘書広報係　� �２２１１
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
感
染
す
る
と　

度
以
上
の
高
熱
と
悪

３８

寒
に
始
ま
り
、
頭
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
の
全
身
症
状
や
呼
吸
器
系

の
炎
症
な
ど
、
通
常
の
風
邪
と
比
べ
、
症
状
が
重
く
現
れ
、
肺

炎
な
ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
、
こ
じ
ら
せ
る
と
生

命
の
危
険
も
あ
る
恐
ろ
し
い
流
行
性
の
疾
患
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら
の

予
防
が
大
切
と
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
予
防
方
法
を
日
常
生
活

に
取
り
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

体
調
が
お
か
し
い
と
感
じ
ま
し
た
ら
、
症
状
が
軽
く
て
も
医

療
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　
　

�
�
�
�　

健
康
増
進
課
健
康
づ
く
り
係　

�
�
２
２
１
７

　

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
を
促
進
す
る
た
め
、

生
ご
み
処
理
機
（
電
気
お
よ
び
機
械
方
式
）
の
購
入
費
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

�
下
田
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
下
田
市
内
で
利
用
す
る
人　

�
下
田
市
内
販
売
店
で
購
入
し
た
機
器
（
中
古
品
は
除
く
）

�
�
�
�　

平
成　

年
４
月
１
日
以
降
に
購
入
し
た
機
械
式
生

１９

ご
み
処
理
機

�
�
�
�　

購
入
金
額
の
３
分
１
を
限
度
に
補
助
。
た
だ
し
、

１
万
円
が
限
度
額

�
�
�
�　

１
世
帯
に
つ
き
１
台
ま
で

※
補
助
金
申
請
に
係
る
書
類
は
、
市
内
電
気
店
に
備
え
付
け
の

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�　

環
境
対
策
課　

�
�
２
２
１
３
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消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
新
築

住
宅
に
つ
い
て
は
、
既
に
平
成　
１８

年
６
月
か
ら
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
既
存
の
住
宅
に
つ
い

て
も
、
平
成　

年
５
月　

日
ま
で

２１

３１

に
設
置
が
必
要
で
す
。

　

住
宅
で
の
火
災
か
ら
、
大
切
な

い
の
ち
を
守
る
た
め
に
、
で
き
る

だ
け
早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

　

平
成　

年
１
月
か
ら
９
月
ま
で

２０

の
半
年
間
に
、
住
宅
火
災
に
よ
り

全
国
で
８
４
５
人
（
自
殺
者
等
除

く
）
が
亡
く
な
っ
て
お
り
、
う
ち

６
割
は
逃
げ
遅
れ
が
原
因
で
命
を

落
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
被
害
を
減
ら
す
た

め
、
火
災
の
早
期
発
見
に
有
効
な

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
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火
災
の
発
生
を
警
報
音
や
音
声

で
知
ら
せ
て
く
れ
る
機
器
で
す
。

　

大
き
く
分
け
て
、
煙
を
感
知
し

て
知
ら
せ
る
「
煙
式
」
と
、
熱
を

感
知
し
て
知
ら
せ
る
「
熱
式
」
が

あ
り
ま
す
。
電
源
に
は
、
電
池
タ

イ
プ
と
家
庭
用
電
源
タ
イ
プ
が
あ

り
、
既
存
の
住
宅
に
は
電
池
式
が

お
す
す
め
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

ふ
だ
ん
就
寝
に
使
う
す
べ
て
の

寝
室
に
設
置
が
必
要
で
す
。
日
中

は
居
間
や
子
供
部
屋
と
し
て
使
用

し
て
い
て
も
、
夜
間
に
就
寝
す
る

部
屋
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
寝
室
が
２
階
以
上
に
あ

る
場
合
に
は
、
そ
の
階
の
階
段
に

も
設
置
が
必
要
で
す
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に

関
し
て
詳
し
く
は
、
下
田
消
防
本

部
予
防
課（
�
�
１
８
０
４
） へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�　

市
民
課
防
災
係

�
�
２
２
１
５
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50㎝
以内

600㎝以上㎝以上60㎝以上

15㎝以上
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